
＜第１号議案＞ 

平成１６年度事業報告 

自 ： 平成１６年４月 １日 

                                                  至 ： 平成１７年３月３１日 

 

  今年度の事業は継続活動を基本に市民参加の川づくり、まちづくり活動を予定通り実施しました。２年目と

なる環境社会実験、清掃参加とエコマネー「アーユ」の普及推進は清掃参加者の拡大効果を得ましたが、参

加店舗の使用および活性化までには課題を残しました。太白区まちづくり助成「ホタルの里づくり支援事業」

は区内３小学校の学習支援を継続。大野田小は近隣の旧笊川でホタル再生に向けた新たな取り組みが始ま

り、第１回ホタル観察会を開催。郡山小は父兄協力によるホタル池の取り組みが進み、連携活動につながり

ました。長町小は飼育水槽でホタルの成虫化の観察に至りました。 

新たな活動としては、県教育研修センターの１０年経験者研修を実施。５名の参加教員に河川環境につい

て水辺と上空から２日間の視察、講義を行いました。また、社会福祉協議会（市、若林、太白）のボランティア

体験受入れを実施。広瀬川清掃体験を通じて、河川環境、まちづくりを伝えました。これらの活動に参加した

市民、教員、生徒はそれぞれに広瀬川の魅力の発見や環境保全の大切さを認識し、環境活動につながる評

価の感想をいただきました。 

活動のほかには広瀬川市民会議委員、広瀬川創生プラン策定推進協議会（市）委員として河川の魅力発

見や川づくりに係わり、広瀬川河川管理協議会（県）会長として管理方針と計画づくりの座長として、バランス

ある川づくりに務めました。 

最後に、市民、国交省、県、市、河川環境財団、企業、会員の多大な協力を得て、これらの活動推進ができた。

今後も相互の連携をもとに次年度につなげ、以下事業ごとの報告とします。 

 

（１） 特定非営利活動に係わる事業 

 

事 業 名 

 

月 日 

 

実 施  内  容 

   

場    所 

受益対象者の

範囲及び人数

記 念 講 演 

公 開 講 座 

 

5/28

6/23

8/25

11/24

05/1/26

2/23

「広瀬川創成プラン」市建設局百年の杜石垣広瀬川創生室長 

「今年の河川行政」国交省仙台工事 畠山第一課長 

「ホタルの飼育について」 日下会長 

「ホタルとアヤメの里づくり」日下会長 

「広瀬川を市民共有の川にするための提案」渡辺会員 

「河川管理とダム管理」佐々木正人会員 

 

 

市民センター他

 

市民及び会員

計１８０名

ホタル事業 

 

 

 

 

 

ホタルの出前 

通 年

6/26

6/27-28

7/10

7/17

7/18

6/15

ホタル飼育事業 （５会員）ホタル幼虫 約計１２００匹飼育 

蕃山ホタル観察会（第２回） 

湯田川ホタル観察ツアー 

白石薬師堂ホタルの里第２回観察会 

長町ホタル観察会（第５回） 

「大野田ホタルの里づくり」第１回観察会（大野田小） 

県立こども病院（初回）、長町病院へ成虫を持参 

会 員 宅 

下 愛 子 山岸 

鶴 岡 市 

白 石 市 

長 町 １ 丁 目 

大 野 田 

下愛子、長町 

市民     ３００名

会員       ９名

市民     ５００名

市民     ２００名

市民     ６００名

患者ほか１０００名

河 川 清 掃

（エコマネー） 

4‐12月

4/17

定期清掃（第2土曜）午前10時～12時  計約3トン収集 

八幡地区（奥田建設）広瀬川と国道の清掃  約6トン収集 

広 瀬 橋 周辺 

牛 越 地 区 

市民会員    ４５名

市民会員 ３００名



ボランティア 

体験受入れ 

8/3-8/4

10/16－

12/18

太白・若林区社会福祉協議会の夏ボラ体験受け入れ 

広瀬川市民会議主催 作並地区～八本松地区約１０トン収集 

県国際交流協会依頼 留学生体験ボランティア清掃 

牛 越 地 区 

広瀬川、支川 

広瀬川大橋上下 

小中高生 ５０名 

２４４名

留学生会員  ９名

出 前 講 座 

（研修講師） 

5/13

5/20

6/1

7/24

7/26

05/2/3

3/6

3/10

大野田小学校ホタルの里づくり「舞衣ちゃんの夢」実現へ（講師） 

県環境保全活動アドバイザー加美町立旭小学校 ３～４年生 

広瀬川の水環境及び環境に関する環境学習 

県教育研修センター（１０年経験者研修引き受け） 

同上 国交省みちのく号による上空から視察 

清掃活動とエコマネー（県中小企業振興中央会） 

泉区社会福祉協議会 ボランティア講座で河川清掃などを講話 

南ロータリークラブ講演 

大野田小（３年） 

旭 小 ～ 田川 

郡山小(３年) 

広瀬川、名取川

（水源～河口） 

ﾒﾃﾞｨｱﾃｰｸ仙台 

泉区社会福祉（事） 

仙 台 ホ テ ル 

１００名

１４０名

１８名

５名

４８名

市民   １２０名

市民    ３０名

４０名

イ べ ン ト 7/17

7/31

8/21

伊達文化創生フォーラム参加企画（アユつり体験、塩焼き） 

第１回「カブトムシと触れ合う会」（蕃山ホタルの里） 

第５回「政宗さんの川狩り」広瀬川でアユつかみ、塩焼き 

広瀬川大橋下流 

下 愛 子山岸 

広瀬川八本松 

名誉会長他１３名

市民   １６００名

市民    ２５０名

マスコミ出演等 4/23

6/3

7/23

8/22

05/3/2

NHK仙台放送局「東北スペシャル・広瀬川とともに」出演 

宮城テレビ「おーばんです」大野田ホタルの里づくり放送 

宮城テレビ「おーばんです」（舞衣ちゃんの夢）特集放送 

FMラジオ「コスモアースコンシャス」清掃取り組み放送 

河北新報社論壇「広瀬川管理市に移譲」掲載 

 

 

 

七ヶ浜海水浴場 

会議出席ほか 4/5～

05/3/30

「広瀬川市民会議」 

正副会長会議、役員会、全大会ほか 計３４回 

水ネット・北庁舎 

上杉分室ほか 

 

8/3～

05/2/7

「広瀬川創生プラン策定推進協議会」 出席（計4回） 

市民と行政との協働プラン策定推進および行動計画づくり 

市 役所ほ か  

6/4

12/14

「広瀬川河川環境管理協議会」（県仙台土木事務所） 

治水、利水、環境に配慮した河川管理協議と実施 

県庁、広瀬川 

県庁、広瀬川 

 

 

4/21 国交省仙台河川国道事務所「木流堀通水式」ボタン押下 笊川～木流堀  

 

事業名 内  容 備  考 

エコマネー 

「アーユ」 

清掃参加者に交付し、会員店舗で使用を促進したが使用例は一部店舗に

集中した。（パン製造販売店、文具店、饅頭販売店、ダイニングバー） 

店舗の利用としてはHP作成など。アーユ利用で初来店、購入代金の一部

利用。結果販促につながったと店主より好評の声もあった。 

交付  １アーユ  １，８９５枚

     ５アーユ    １６９枚

計 ２，７４０アーユ

使用実績    計 ７８アーユ

何でも相談室 「川のことを調べる」子供たちの学習の質問、ゴミ投棄対策について 

大橋ホームレス対策、広瀬川の観光スポット質問、中州寄り州対策、大学

の研究質問など。ワンストップ回答。行政対応のものは関係行政に通知の

上、対応を講じた。 

件数            ３７件

受 賞 5月25日  河川功労者賞 

12月7日  環境美化実践優良団体賞 

社団法人 日本河川協会 

社団法人 食品容器環境美化協会  

（２）収益事業       な し 


